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１．はじめに

近年、衣料用繊維製品は使用感や、着用感を追及した製品の開発がされている。使用感

に影響する要因として、肌と製品間の温度と水分が大きく関係していると言われている。

特に、濡れた製品が直接肌に触れた時の不快感は、使用感に与える影響が大きい。そこで、

肌着に注目し、濡れ感に影響する物理特性値と人間の感覚との関係について調べた。

２．実験方法

２．１ 生地の物理的特性

市販の肌着 14 点及びかなきんについて、濡れ感に

関連すると考えられる基本的物理特性値を測定し、

関連の近い特性値を 12 項目に絞り、主成分分析を行

った。

２．２ 官能検査

被験者女性１2 名に、特徴の異なる肌着 5 点とか

なきん（表１）に一定の水分を付与し、生地を上腕

内側に置いた時の、濡れ感、快適感、冷温感につい

て官能検査を行った。環境条件は、人間が発汗を促

す境界温度である 28℃、50%RH 環境下において行った。

３．結果・考察

３．１ 濡れに関する主成分

主成分分析の結果、濡れに関する生地情報

を３主成分、72.5％に集約できた。

第１主成分：バルキー性を表す

第２主成分：水分特性を表す

第３主成分：圧縮特性を表す

３．２ 官能検査の結果

濡れて不快と感じる出現数は、水分の付与率が多

くなるにつれ増える傾向である。また、薄く表面が

滑らかな生地ほど、水分付与率が少ない段階で濡れ

ていると感じている。しかし、サンプルＥは、濡れ

て不快と感じる出現数が少ない（図２）。これは、目

付けが軽く、かさ高な素材であるためと考えられる。

４．まとめ

生地の濡れに関しては、3 つの主成分で 7 割の情

報に集約できることがわかった。

濡れを感じやすい生地の特性と、感じにくい生地

の特性を把握する事ができた。この特性に注目して、

製品の改良を行うことで、濡れ感を軽減することが

可能であると考えられる。
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